
活動内容と成果
磐梯朝日国立公園裏磐梯地区は、沢山の湖沼群が特
徴的な自然環境である。そうした地域特性を鑑みて、
4種の特定外来生物をターゲットに継続的な駆除活
動を行い、それぞれ（　）内に記した成果を実現して
いる。①戦後食用として移入されたウチダザリガニ
（水生昆虫や水草の保護）②会津磐梯山山頂付近で勢
力を広げているコウリンタンポポ（固有種バンダイ
クワガタの保護）③河川敷などで繁茂するオオハン
ゴンソウ（在来種ハンゴンソウの保護）④水面上に見
えるまで大量発生しているコカナダモ（美しい景観
の復活、ボート運用の容易化）

活動内容と成果
●�混獲を回避するための新しい漁法をワークショッ
プにて紹介した
●�ワークショップに参加した漁師ら全員が新しい漁
法のトレーニングを受けた
●�トレーニング後に新しい漁法を実施したところ、
漁具の破損数の減少とマナティー混獲個体数の減
少がみられた
●�保全への理解を深めるための環境教育を学校でほ
ぼ毎週実施した
●�地域住民を対象に環境教育ワークショップを開催
した
●�マナティーを観光資源としたエコツアーの計画案
を準備した

課　題
国立公園内のフィールドにおける作業であることに
留意し、環境省自然保護官や福島大学の研究者と
いった方々の助言に基づいた適切な方法で駆除活動
を行う。

目　標
活動地域の特定外来種を駆除することにより、比較
して繁殖力が弱く、駆逐されかかっている貴重な固
有種・在来種を保護し従来の生態系を保全する。

課　題
カメルーンにおけるアフリカマナティーの漁網への
混獲対策、及び地域住民らによるマナティーの密漁
を回避すること。

目　標
新たな漁法の開発によってアフリカマナティーの混
獲数を減少させること。及び、地域住民のマナティー
保全への意識の向上。

（特非）　裏磐梯エコツーリズム協会

African Marine Mammal Conservation Organization（AMMCO）

外来種駆除活動

カメルーン南西部の保護区で絶滅の危機に瀕する
大型水生ほ乳類マナティーと漁業の共存を目的と
した、混獲対策および密漁回避のためのESDの実施

磐梯山頂におけるコウリンタンポポ駆除作業

漁師を対象とした混獲回避の漁法のワークショップ

曽原湖ボート乗り場周辺での
コカナダモ駆除作業

学校での環境教育の様子
（マナティー研究所の参加）

実　践

はじめる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

はじめる助成

1年目

コウリンタンポポを
駆除 142.5 kg

マナティー混獲
個体数の減少 33 %

コカナダモを駆除 6,770 kg

マナティー保全に
関する意識変化 70 %が賛同

今年度計画の達成度 80 ％

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 50 ％

目標達成度 80 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
自然環境モニタリングも兼ねて駆除
したものは全て計量・計測のうえ記
録しているので、その作業も駆除活
動と同じくらい大変。

■工夫した点
湖沼群でのコカナダモ駆除は、地元
観光業者さんらと協働して藻をかき
とるフォーク状の道具など様々DIY
して取り組んでいる。

■苦労した点
従来の方法を変えたくない漁師らの
協力を得ることが難しい。魅力的な
コンテンツを提供しないと環境教育
への参加者が増えない。

■工夫した点
漁業組合のリーダーに協力を求め
て、新たな漁法への理解とトレーニ
ングへの参加を促した。

目標を達成するためには継続的かつ広範囲に駆除しなければならず、そのために
は多くの人材（参加人数を増やすこと）が必要。SNSなどを最大限活用した広報活
動によって実践していきたい。

本漁法はマナティー混獲を回避するのに有効であると同時に、漁獲量も増加する
可能性がある。漁師らへの利点を明確にして行政と連携する。環境教育ではイラス
トレーターの協力を得て魅力的なコンテンツ作りを目指す。
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